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各種政策金利

翌日物中銀貸出金利

（上限）11.25％

1週間物レポ金利

8.25％

翌日物中銀借入金利

（下限）7.50％

2014年08月29日【キーワード No.1,403】トルコの新大統領・新首相（トルコ） 
2014年08月28日【デイリー No.1,942】トルコの金融政策（2014年8月） 

（注）各種政策金利は2013年9月1日～2014年9月25日。 
    消費者物価指数は2011年8月～2014年8月。 
      市場予想は、トルコ中央銀行が9月19日に発表した調査結果。 
（出所）Bloomberg L.P.、トルコ中央銀行のデータを基に三井住友 
      アセットマネジメント作成 

■トルコ中央銀行（以下、中銀）は25日、1週間物レ
ポ金利を8.25％に、金利誘導レンジの上限金利
を11.25％に、下限金利を7.50％に、いずれも据
え置くことを決定しました。 

■中銀は今年1月、トルコリラの安定化などを狙い、
臨時の措置として各種政策金利を大幅に引き上
げました。5月以降は、各種政策金利水準の正
常化を進めています。しかし今回は、足元のトル
コリラ安や一段の物価高などから、市場では政
策金利の据え置きが予想されていました。 

各種政策金利をいずれも据え置き 

2014年9月26日 

（No.1,959）〈マーケットレポートNo.3,798〉 

トルコの金融政策（2014年9月） 

■消費者物価指数は、年＋9％台の上昇率が続い
ています。市場予想では、足元の水準から低下
するものの、来年も中銀の物価目標（年＋5％）
を大きく上回る見込みです。中銀は、食品価格の
上昇が物価見通し改善を遅らせていると懸念し
ています。 

■今回利下げによる政策金利水準の正常化が見
送られたことで、中銀の物価抑制姿勢がより明
確に印象づけられた格好です。中銀は、物価見
通しが顕著に改善するまで、現行の金融引き締
めスタンスを続ける考えです。 

■景気が減速傾向にあることから、中銀は物価見
通しが改善する場合には、各種政策金利水準の
正常化を再開する見込みです。ただし、足元のリ
ラ安や物価高を考慮すると、中銀は当面利下げ 

  には慎重にならざるを得ないと見られます。 

政策金利水準の正常化は
一旦見送り 

大方の予想通りの決定 

引き締めスタンスを当面維持 

物価見通し改善の遅れを懸念 

物価見通しが改善する場合、政策金利水準の正常化を再開する見込み 

■米国の利上げ時期が近づくにつれ、リラは米ド
ルに対し上値の重い展開が続くと思われます。
対円では、日銀の追加金融緩和観測などもあり、 

   リラは底堅い動きになりそうです。 

http://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/1239144_1951.html
http://www.smam-jp.com/market/report/keyword/1239146_1982.html

